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生
き
物
供
養
・
何
で
も
供
養
の
連
関
性

　

―
橋
供
養
碑
の
場
合

相　

田　
　
　

満

要　

旨　

　

橋
供
養
と
は
辞
書
の
説
明
に
「
橋
を
か
け
終
わ
っ
た
時
、
橋
の
上
で
供
養
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
供
養
。
橋
の
供
養
」
（
日
本
国
語
大
辞
典
）

や
、
「
架
橋
工
事
が
終
わ
っ
た
後
、
其
の
橋
上
で
行
う
法
会
」
（
大
漢
和
辞
典
）
な
ど
と
あ
る
。
『
古
事
類
苑
』
地
部
の
橋
の
項
に
は
橋
供
養
と
そ

の
下
位
に
橋
祈
祷
・
橋
祭
が
配
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
祭
儀
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

橋
供
養
の
最
古
の
例
は
大
化
二
年
（
六
四
六
）
紀
年
を
持
つ
宇
治
橋
断
碑
に
ま
で
遡
り
得
る
。
特
に
関
東
に
膨
大
な
数
の
碑
塔
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
特
徴
的
で
、
現
存
の
供
養
碑
も
埼
玉
県
を
最
多
と
し
て
二
千
基
を
超
え
る
橋
供
養
碑
が
現
存
す
る
。

　

橋
供
養
碑
の
多
く
は
「
橋
供
養
」
あ
る
い
は
「
橋
供
養
塔
」
を
碑
面
に
明
記
す
る
が
、
近
代
以
降
に
は
「
記
念
碑
（
紀
念
碑
）
」
等
の
記
載
も

見
ら
れ
る
。
今
で
は
宗
教
色
を
薄
め
た
記
載
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
行
わ
れ
た
法
会
等
の
営
み
が
記
念
祭
に
置
き
換
わ
っ
た
も
の
と
い
え
、

建
碑
意
識
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
し
て
、
神
儒
仏
の
三
教
合
一
で
説
か
れ
る
善
書
に
よ
る
広
宣
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
文
献
上
は
、
日
・
中
・

台
で
確
認
さ
れ
、
残
存
す
る
供
養
碑
の
存
在
や
、
善
書
に
見
え
る
絵
画
や
文
章
か
ら
は
、
放
生
に
関
わ
っ
て
堕
地
獄
か
ら
の
救
済
を
求
め
る
営
み

を
奨
励
す
る
文
言
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
橋
供
養
を
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
採
り
あ
げ
、
生
き
物
供
養
と
何
で
も
供
養
が
決
し
て
無
関
係
で
は
な
く
、
モ
ノ
の
供
養
が
基
本
的

に
生
き
物
（
特
に
牛
馬
）
へ
の
供
養
と
不
即
不
離
の
関
係
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
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１
．
は
じ
め
に

　

橋
供
養
は
、
諸
辞
書
に
見
出
し
が
立
項
さ
れ
お
り
、
そ
の
説
明
に
は
「
橋
を
か
け
終
わ
っ
た
時
、
橋
の
上
で
供
養
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
供
養
。
橋
の
供
養
」
（
日
本
国
語
大
辞
典
）
や
、
「
架
橋
工
事
が
終
わ
っ
た
後
、
其
の
橋
上
で
行
う
法
会
」
（
大
漢
和
辞
典
）
、
「
橋
を

か
け
終
わ
っ
た
時
、
そ
の
橋
で
行
う
供
養
。
」
（
仏
教
語
大
辞
典
）
な
ど
と
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
『
古
事
類
苑
』
地
部
「
橋
」
に
は
「
橋
供
養
」
と
そ
の
下
に
「
橋
祈
祷
・
橋
祭
」
が
配
さ
れ
、
祭
儀
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
、
そ
の
言
葉
の
一
般
性
は
薄
ら
ぎ
、
今
や
そ
の
行
事
を
知
る
人
は
稀
で
あ
る
。

　

近
代
以
降
で
は
「
記
念
碑
（
紀
念
碑
）
」
等
の
記
載
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
宗
教
色
を
薄
め
た
記
載
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
か
つ
て
行
わ
れ
た
法
会
等
の
営
み
が
記
念
祭
に
置
き
換
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
建
碑
意
識
に
変
わ
り
は
な
い
。

ま
た
、
神
儒
仏
の
三
教
合
一
で
説
か
れ
る
善
書
に
よ
る
広
宣
に
は
、
放
生
と
併
せ
て
、
造
橋
・
修
路
の
功
徳
を
説
く
も
の
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
事
象
は
、
日
・
中
・
台
で
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
残
存
す
る
供
養
碑
や
、
善
書
に
見
え
る
絵
画
や
文
章
か
ら
は
、
放
生
の

功
徳
に
よ
り
、
堕
地
獄
か
ら
の
救
済
を
求
め
る
営
み
を
奨
励
す
る
文
言
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
橋
供
養
を
採
り
あ
げ
て
、
生
き
物
供
養
と
何
で
も
供
養
が
決
し
て
無
関
係
で
は
な
く
、
モ
ノ
の
供
養
が
基
本
的
に
生
き
物
（
特

に
牛
馬
）
へ
の
供
養
と
不
即
不
離
の
関
係
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
こ
と
を
、
文
献
と
供
養
碑
の
実
物
調
査
の
視
点
か
ら
説
く
も
の
で
あ
る
。
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２
．
日
本
の
橋
と
橋
供
養

　

保
田
與
重
郎
（
一
九
一
〇
～
一
九
八
三
）
は
エ
ッ
セ
イ
『
日
本
の
橋
』
で
、
『
古
事
類
苑
』
地
部
三
十
八
「
橋
上
」
解
題
の
約
二
頁
の

記
述
を
、
以
下
の
十
行
弱
に
ま
と
め
て
、
「
橋
供
養
が
日
本
の
民
衆
の
一
つ
の
行
事
」
と
な
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
（
括
弧
内
は
『
古
事

類
苑
』
及
び
筆
者
の
補
足
）

　
　

わ
が
国
で
は
大
宝
の
制
の
こ
ろ
か
ら
、
橋
に
対
す
る
設
備
（
天
下
ノ
道
橋
）
は
、
民
部
省
の
司
る
も
の
と
し
て
、
官
制
上
に
明
文
化

　
　

さ
れ
て
ゐ
た
。
三
大
橋
（
山
崎
、
勢
多
、
唐
橋
）
を
定
め
橋
吏
を
お
き
、
木
工
寮
の
設
も
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
諸
國
の
橋
は
百
姓
の

　
　

閑
散
な
九
、
十
月
の
こ
ろ
に
修
理
す
る
こ
と
と
な
つ
て
ゐ
た
。
中
世
以
降
に
も
尚
橋
奉
行
の
制
が
残
さ
れ
、
そ
れ
が
近
世
の
橋
番
屋

　
　

に
ま
で
つ
ゞ
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
僧
徒
等
に
よ
る
動
進
橋
が
別
の
伝
統
を
作
つ
て
ゐ
た
こ
と
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
。

　
　

さ
う
し
て
橋
供
養
が
、
日
本
の
民
衆
の
一
つ
の
行
事
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
源
頼
朝
が
落
馬
し
薨
去
し
た
と
い
ふ
の
は
、
相
模
川
の

　
　

橋
供
養
の
帰
途
で
あ
つ
た
。
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
冬
の
こ
と
で
あ
る

（
１
）

。

　

橋
供
養
は
最
古
の
例
で
は
大
化
二
年
（
六
四
六
）
の
紀
年
を
持
つ
宇
治
橋
断
碑
に
ま
で
遡
り
得
る
。
特
に
関
東
に
膨
大
な
数
の
碑
塔
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
、
現
存
の
供
養
碑
も
埼
玉
県
を
最
多
と
し
て
二
千
基
を
超
え
る
橋
供
養
碑
が
確
認
で
き
る
が
、
全
国
規

模
と
な
る
と
、
そ
の
総
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　

橋
供
養
碑
の
多
く
は
「
橋
供
養
」
あ
る
い
は
「
橋
供
養
塔
」
と
碑
面
に
明
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
以
降
は
「
記
念
碑
（
紀
念
碑
）
」

等
の
記
載
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
宗
教
色
が
薄
め
ら
れ
た
記
載
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
か
つ
て
行
わ
れ
た
法
会
等
の
営
み
が
記
念
祭
に
置
き
換
わ
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

か
ら
行
わ
れ
た
廃
仏
毀
釈
に
よ
る
仏
教
色
の
排
除
と
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
公
布
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
で
、
第
二
十
条
（
国
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民
の
）
「
信
教
の
自
由
と
、
国
の
宗
教
活
動
の
禁
止
」
の
制
限
に
ふ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
、
戦
後
憲
法
に
よ
る
建
碑
意
識
に
変

わ
り
は
な
い
と
い
え
た
で
あ
ろ
う
が
、
図
1
の
よ
う
に
復
元
さ
れ
た
も
の
は
ま
だ
し
も
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
毀
損
せ
ら
れ
た
橋
供
養
碑
は

相
当
数
に
上
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
残
さ
れ
た
「
橋
供
養
」
あ
る
い
は
「
橋
供
養
塔
」
を
碑
面
に
明
記
す
る
碑
塔
の
多
く
は
、
現
在
は
史
跡
と
し
て
保
存
さ
れ
て

は
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は
保
存
の
た
め
に
博
物
館
や
庭
園
や
公
園
等
に
移
置
さ
れ
て
、
築
碑
当
時
の
情
報
を
た
ど
る
こ
と
が
困
難
な
も

【図 1】廃仏毀釈に遭って割られた石橋供養碑が復元され
　　　たもの（東京都武蔵村山市石畑）
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の
も
少
な
く
な
い
。
橋
供
養
碑
の
総
数
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
主
因
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
「
記
念
碑
（
紀
念
碑
）
」
等
と
記
載
さ
れ
て
、
宗
教
色
が
薄
ま
っ
た
碑
塔
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
行
わ
れ
た
法

会
等
の
営
み
が
記
念
祭
に
置
き
換
わ
っ
た
も
の
と
も
言
え
、
そ
の
意
味
で
建
碑
の
意
識
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

律
令
制
時
代
に
国
家
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
道
路
・
橋
の
管
理
は
、
近
世
期
に
及
ん
で
民
間
の
造
橋
・
造
路
や
修
理
作
業
が
盛
ん

に
な
り
、
そ
れ
を
や
り
遂
げ
た
記
念
と
し
て
碑
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
様
に
「
道
供
養
碑
」
も
同
じ

文
脈
の
中
で
建
て
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　

特
に
民
間
の
力
を
結
集
し
て
造
ら
れ
た
橋
や
道
は
、
地
域
の
力
を
ま
と
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
長
け
た
僧
侶
の
主
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

私
財
を
投
じ
、
労
力
を
出
し
合
っ
て
の
た
ま
も
の
と
し
て
の
橋
路
は
、
決
し
て
己
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
を
通
行
す
る

人
々
へ
の
便
宜
を
は
か
り
、
ひ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
通
行
の
困
難
の
た
め
に
苦
役
を
強
い
ら
れ
て
い
た
牛
馬
を
苦
し
み
か
ら
救
う
と
い
う

点
で
、
衆
生
の
み
な
ら
ず
生
類
済
度
の
功
徳
を
生
む
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

残
存
す
る
碑
文
や
願
文
・
表
白
の
文
言
か
ら
橋
供
養
の
趣
旨
が
読
み
と
れ
る
の
も
、
橋
供
養
を
象
徴
的
な
も
の
と
し
て
、「
生
き
物
供
養
」

と
非
生
物
を
供
養
す
る
「
何
で
も
供
養
」
が
決
し
て
無
関
係
で
は
な
く
、
モ
ノ
へ
の
供
養
意
識
が
基
本
的
に
生
き
物
（
特
に
牛
馬
）
へ
の

供
養
と
不
即
不
離
の
関
係
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
中
国
・
台
湾
・
日

本
に
共
通
し
て
確
認
さ
れ
る
。

３
．
日
本
と
台
湾
に
見
え
る
造
橋
・
修
路
の
功
徳
勧
奨
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清
朝
（
一
六
一
六
～
一
九
一
二
）
成
立
と
伝
え
ら
れ
る
地
獄
図
「
十
殿
閻
王
：
第
六
殿
卞
城
王
」
の
上
部
に
、
地
獄
か
ら
抜
け
出
す
た

め
の
作
善
の
方
法
が
描
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
大
き
く
「
天
門
」
と
書
か
れ
た
額
が
描
か
れ
、
併
せ
て
放
生
・
修
路
・
造
橋

の
三
つ
の
功
徳
を
示
す
次
の
句
が
書
か
れ
る
。

　
　

造
橋
修
路
死
後
転
／
世
子
孫
代
代
興
旺
／
多
福
長
寿

国
立
歴
史
博
物
館
蔵
（
台
北
）
蔵
「
十
殿
閻
王
：
第
六
殿
卞
城
王
」
（
登
録
号
：7

3
-
0
0
0
9
8

）
に
載
る
文
言
で
あ
る
。
橋
を
造
り
、
道
を

修
理
す
る
こ
と
が
、
子
々
孫
々
の
栄
達
と
、
幸
多
き
長
寿
の
功
徳
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

十
王
は
、
道
教
や
仏
教
で
、
地
獄
に
お
い
て
亡
者
の
審
判
を
行
う
十
尊
の
、
い
わ
ゆ
る
裁
判
官
的
な
存
在
で
あ
る
。
第
六
殿
に
あ
た
る

卞べ
ん

城せ
い

王
は
中
国
・
台
湾
で
言
わ
れ
る
も
の
で
、
日
本
で
は
音
通
の
変
成
王
（
本
地
は
弥
勒
菩
薩
）
と
呼
ば
れ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
表
記
の

違
い
か
ら
、
絵
は
大
陸
由
来
と
考
え
ら
れ
、
造
橋
と
修
路
事
業
に
加
え
、
放
生
も
中
国
由
来
の
供
養
儀
礼
の
一
環
と
知
れ
る
。

　

造
橋
と
修
路
が
功
徳
と
な
る
こ
と
を
伝
え
る
も
の
に
は
、
他
に
、『
玉
暦
宝
鈔
』
第
五
節
第
五
殿
の
閣
羅
天
子
の
条
が
指
摘
で
き
る
。
『
玉

暦
鈔
伝
』
は
「
玉
歴
」
と
も
表
記
さ
れ
て
、
中
国
・
台
湾
の
寺
廟
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
一
書
の
中
『
玉

暦
宝
鈔
的
故
事
』
と
題
さ
れ
る
二
〇
〇
八
年
刊
の
も
の
に
、
ま
だ
在
世
時
の
功
徳
を
積
む
こ
と
が
果
た
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
を
冥
界
の

鬼
に
、

　
　
　

有
的
説
修
理
、
建
蓋
寺
院
・
橋
梁
、
街
路
、
開
河
溝
、
挖
水
井:

或
者
輯
集
勧
善
的
書
與
文
章
等
等
善
事
尚
未
完
成
。
（
同
書

　
　
　

七
九
頁

）
（
２
）

と
語
る
言
が
あ
る
。
ま
た
別
の
段
「
八
、
印
贈
善
書
、
子
孫
顕
貴
」
に
は
、
橋
を
修
理
す
る
人
々
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
２
）
。
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こ
う
し
た
作
善
の
教
え
は
、
善
書
と
称
さ
れ
る
、
旧
中
国
で
行
わ

れ
た
勧
善
の
書
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
た
。
善
書
は
身
分
、
職
業
、

資
産
を
問
わ
な
い
因
果
応
報
の
理
で
、
勧
善
懲
悪
や
日
常
の
倫
理

道
徳
の
実
践
を
勧
め
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

　

多
く
は
明
代
の
思
想
界
と
同
様
儒
仏
道
の
三
教
合
一
の
立
場
に

立
ち
、
製
作
・
編
纂
者
は
明
・
清
の
郷
紳
・
士
人
か
と
も
さ
れ
る
が
、

宋
代
に
は
じ
ま
り
、
明
末
か
ら
清
初
に
最
も
盛
行
し
た
。
そ
の
一

因
に
印
刷
・
配
布
す
る
こ
と
自
体
が
善
行
と
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
自
費
印
刷
・
無
料
配
布
が
基
本
で
、
現
代
で
も
中
国
・

台
湾
の
寺
廟
で
は
無
料
の
頒
布
が
行
わ
れ
て
い
る
。
（
図
2
も
そ

の
一
書
で
あ
る
。
）

　

代
表
的
な
善
書
に
『
陰い

ん
し
つ隲

録
』
『
袁
了
凡
功
過
格
』
『
文
昌
帝
君

陰
騭
文
』
『
関
世
帝
君
覚
世
真
経
』
な
ど
が
あ
り
、
明
末
・
清
初

に
各
種
の
善
書
の
集
大
成
が
行
わ
れ
て
、『
迪て

っ
き
つ吉

録
』
『
勧
戒
全
書
』

『
彙
編
功
過
格
』
『
丹
桂
籍
』
『
同
善
録
』
『
元
宰
必
読
書
』
な
ど
が

あ
り
、
唱
導
文
学
で
あ
る
宝
巻
に
も
善
書
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ

【図 2】『玉暦宝鈔』造橋修路を図示する絵
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て
い
る
。

　

管
見
の
も
の
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
多
く
出
さ
れ
た
善
書
の
一
つ
『
文
昌
帝
君
陰
騭
文
』
の
日
本
に
お
け
る
験
談
「
通
俗

陰
騭
文
」
に
、
日
本
に
お
け
る
霊
験
譚
が
付
属
し
、
文
昌
帝
君
信
仰
の
独
自
な
展
開
が
う
か
が
え
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
次
に
示
す
。
そ

こ
で
は
、
文
中
に
、

　
　

ま
た
道
を
往ゆ

く

に
も
、
心
を
つ
け
、
無む

や

く益
に
虫
な
ど
踏
ぬ
や
う
に
す
べ
し
、
ま
た
往
来
の
辻
な
ど
、
道
の
し
れ
が
た
き
処
に
は
、
右
は

　
　

何い
づ

国こ

左
は
何ど

こ所
と
、
し
る
せ
し
石
を
立
東
西
遠
近
を
し
ら
せ
、
尋
た
き
処
を
見
易
く
し
、
神
殿
仏
刹
の
、
破は

え壊
せ
し
を
再
修
し
、
あ

　
　

る
ひ
は
摂
待
を
建
立
し

往
み
ち
ゆ
く
ひ
と

来

の
労
を
息
め
、
し
れ
が
た
き
名
所
を
お
し
え
、
道
橋
の
あ
し
き
を
補こ

し

ら拵
え
申
べ
し
。

（
３
）

と
、
『
玉
暦
宝
抄
』
や
十
王
図
に
共
通
す
る
教
え
が
記
さ
れ
る
。

　

文
昌
帝
君
は
中
国
の
科
挙
と
学
問
の
神
で
、
北
斗
七
星
中
の
第
一
星
あ
る
い
は
第
一
か
ら
第
四
星
ま
で
を
呼
び
、
そ
れ
ら
は
「
魁か

い

星
」

あ
る
い
は
「
奎け

い

星
」
と
も
称
さ
れ
て
、
学
問
神
の
で
あ
る
文
昌
帝
君
と
兼
祀
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
特
に
科
挙
の
受
験
生
に
信
奉
さ
れ
た
。

　

そ
の
神
像
は
、
〈
魁
〉
の
字
が
鬼
と
斗
と
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鬼
が
左
足
で
北
斗
を
後
に
蹴
り
あ
げ
て
い
る
姿
が
と
ら
れ
、

台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
に
お
い
て
は
、
珊
瑚
や
さ
ま
ざ
ま
な
宝
玉
で
作
ら
れ
た
「
珊
瑚
魁
星
点
斗
盆
景
」
と
題
す
る
盆
栽
上
の
魁
星
が
院

蔵
の
珍
玩
精
華
の
一
種
に
加
え
ら
れ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

文
昌
帝
君
を
祀
る
寺
廟
は
、
管
見
の
限
り
日
本
で
は
独
立
し
た
廟
は
な
い
も
の
の
、
横
浜
中
華
街
に
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
開
業

の
媽
祖
廟
に
付
属
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
書
名
標
題
に
「
魁
本
」
が
付
さ
れ
る
も
の
は
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
二
十
九
件
を
数
え
る
他
に
、
魁
星
を
朱

印
に
し
て
押
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
（
図
３
）
。
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「
無
益
に
虫
を
踏
ぬ
」
よ
う
に
し
て
虫
を
殺
さ
ぬ
よ
う
に
す
る

教
え
は
、
先
述
の
明
代
善
書
『
袁
了
凡
功
過
格
』
に
も
見
ら
れ
、

現
代
で
も
放
生
を
勧
め
る
善
書
の
種
類
を
問
わ
ず
説
か
れ
る
。
古

く
は
『
日
本
書
紀
』
皇
極
紀
三
年
七
月
条
（
六
四
四
年
八
月
八
日

～
）
に
、
東
国
の
大お

お

べ

の

生
部
多お

お
しが

村
里
で
蚕
に
似
た
虫
を
常
世
神
と

称
し
て
祀
ら
せ
、
巫
覡
と
結
託
し
て
い
た
の
を
、
秦
河
勝
が
民
を

惑
わ
す
と
し
て
、
多
を
討
ち
祭
事
を
止
め
さ
せ
た
記
事
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
聖
徳
太
子
の
近
従
者
と
伝
え
ら
れ
る
河
勝
に
仏
教
を

代
表
さ
せ
て
民
間
宗
教
的
道
教
を
圧
し
た
と
も
解
さ
れ
る
記
事
と

も
見
ら
れ
る
。

（
４
）

　

そ
の
他
、
養
老
四
年
（
七
二
〇)

よ
り
の
宇
佐
八
幡
宮
に
お
け

る
放
生
会
が
創
始
と
各
地
の
八
幡
宮
へ
の
伝
播
や
、
天
武
天
皇
五

年
（
六
七
七
）
八
月
十
七
日
に
諸
国
へ
詔
を
下
し
放
生
を
行
わ
せ

た
例
を
初
見
と
す
る
戒
殺
生
の
風
は
、
そ
れ
以
前
・
以
後
に
も
見

ら
れ
、
現
代
に
及
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
善
書
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
同
書
の
中
に
お
い
て

も
、

　
　

万
事
真
実
に
し
て
、
身
の
我
ま
ゝ
を
捨
、
四
恩
を
報
じ
、
師

【図 3】魁印のある書籍
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の
お
し
え
を
常
に
忘
れ
ず
、
神
儒
仏
三
教
の
道
に
叶
ふ
事
を
、
幼
少
よ
り
心
懸
け
な
ば
必
ず
報
あ
る
べ
し
、

と
、
神
儒
仏
の
三
教
と
も
に
、
戒
殺
が
宗
教
不
問
の
普
遍
的
な
教
え
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

　

同
書
の
刊
行
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
で
、
仏
教
を
三
教
の
末
尾
に
据
え
て
い
る
点
に
は
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
の
名
残
が
見

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
神
道
・
儒
教
と
も
に
犠
牲
の
贄
が
求
め
ら
れ
る
宗
教
に
対
し
て
、
不
殺
生
を
標
榜
す
る
仏
教
が
最
後

に
並
ぶ
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
戒
殺
と
放
生
、
道
橋
の
修
造
の
功
徳
を
関
連
付
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
顕
彰
す
る
碑
塔
が
象
徴
的
で
あ
る
。
生
き

物
を
供
養
す
る
碑
塔
類
の
出
現
状
況
は
図
４

（
５
）

の
通
り
、
特
に
江
戸
時
代
以
降
に
急
速
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
で
も
象
徴
的
な

の
が
、
「
馬
橋
牛
供
養
塔
」
（
奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
［
東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
原
］
図
５
）
で
、
一
碑
で
牛
と
馬
と
橋
を
と

も
に
供
養
し
て
い
る
記
載
は
特
徴
的
で
あ
る
。

　

本
碑
は
、
奥
多
摩
ダ
ム
建
設
の
た
め
に
沈
ん
だ
小お

ご

う

ち

河
内
村
を
中
心
と
す
る
供
養
碑
が
集
め
ら
れ
て
保
存
さ
れ
る
も
の
で
、
同
じ
「
ふ
れ

あ
い
館
」
に
は
「
新
道
供
養
」
の
碑
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
八
王
子
市
檜
原
町
方
面
へ
の
隧
道
を
新
た
に
開
い
た
事
業
を
記
念

す
る
も
の
で
、
同
所
に
収
め
ら
れ
る
国
内
で
も
類
例
の
な
い
珍
し
い
「
日
食
供
養
碑

（
６
）

」
と
と
も
に
数
多
く
の
供
養
碑
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
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（【図４】紀年が明記された碑塔の出現データ (2015 年公開時 1225 件を集計 )

【図５】「馬橋牛供養塔」（奥多摩水と緑のふれあい館［東京都奥多摩町原］）
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海
外
で
は
、
台
湾
新
北
市
に
あ
る
畜
魂
碑
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る

「
中
和
延
壽
堂
橋
祈
念
碑
」
が
、
橋
の
供
養
と
畜
類
の
供
養
の
連

環
性
を
示
す
好
例
と
い
え
る
。
こ
れ
は
碑
の
左
側
面
に
、
「
□
公

［
俟
］
者
莫
如
修
橋
璵
造
路
□
」
（
図
６
）
と
、
先
の
地
獄
絵
図
の

天
門
記
を
髣
髴
さ
せ
る
記
述
が
あ
り
、
先
の
十
王
図
第
六
殿
の
絵

や
『
玉
暦
宝
鈔
』
に
見
え
る
記
述
や
『
文
昌
帝
君
陰
騭
文
』
が
孤

例
で
は
な
い
こ
と
を
証
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
獣
畜
の
供
養
碑

と
橋
の
供
養
碑
が
近
接
す
る
こ
と
は
，
両
者
の
意
識
の
近
さ
を
示

す
物
証
と
い
え
よ
う
。

　

橋
を
造
り
、
路
を
修
復
整
備
し
た
り
、
新
路
を
開
い
た
り
す
る

こ
と
が
、
人
々
の
み
な
ら
ず
、
ひ
い
て
は
荷
物
を
運
ぶ
牛
馬
の
負

担
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
が
功
徳
を
積
む
こ
と
に
な

る
と
い
う
文
脈
で
、
そ
れ
を
祀
る
儀
礼
は
、
中
国
由
来
と
推
測
で

き
る
。
し
か
し
、
何
分
に
も
広
大
な
国
土
を
持
つ
土
地
柄
故
、
他

の
地
域
に
つ
い
て
は
調
査
が
及
ん
で
は
い
な
い
が
、
先
に
示
し
た

実
例
の
存
在
の
可
能
性
の
発
見
は
、
今
後
も
期
待
で
き
よ
う
。

【図６】公德者莫如修路與造橋（「中和禅堂延寿橋紀念」碑）
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４
．
橋
供
養
碑
と
生
き
物
供
養
の
古
例
①
：
宇
治
橋
断
碑
と
六
浦
瀬
戸
橋

　

橋
供
養
碑
の
多
く
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
中
期
に
か
か
る
も
の
が
確
認
さ
れ
、
古
い
も
の
で
は
奈
良
時
代
の
「
宇
治
橋
断
碑
」
な

ど
も
挙
げ
る
事
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
く
ら
い
の
古
さ
に
な
る
と
、
中
国
か
ら
の
影
響
を
濃
厚
に
受
け
た
供
養
で
あ
る
と
考
え
る
方

が
自
然
と
い
え
る
。

　

宇
治
橋
断
碑
は
、
京
都
府
宇
治
市
の
橋
寺
放
生
院
に
あ
る
宇
治
橋
の
由
来
を
記
し
た
石
碑
の
断
片
で
、
大
化
二
年
（
六
四
六
）
に
僧
道

登
が
架
橋
し
た
と
記
さ
れ
る
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
四
月
に
掘
り
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
（
狩
谷
棭
斎
『
古
京
遺
文
』
）
、
日
本
現
存
最

古
の
石
碑
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
現
存
の
断
碑
は
一
部
（
左
記
傍
線
部
）
し
か
残
ら
な
い
が
、『
帝
王
編
年
記
』
九
孝
徳
に
は
「
宇
治
橋
断
碑
」

原
文
が
下
記
の
通
り
掲
載
さ
れ
る
。

　
　
　

浼
浼
横
流　

其
疾
如
箭　

修
々
征
人　

停
騎
成
市　

欲
赴
重
深　

人
馬
亡
命　

従
古
至
今　

莫
知
航
竿

　
　
　

世
有
釈
子　

名
曰
道
登　

出
自
山
尻　

慧
満
之
家　

大
化
二
年　

丙
午
之
歳　

搆
立
此
橋　

済
度
人
畜

　
　
　

即
因
微
善　

爰
発
大
願　

結
因
此
橋　

成
果
彼
岸　

法
界
衆
生　

普
同
此
願　

夢
裏
空
中　

導
其
昔
縁

　
　
　

（
浼べ

ん
べ
ん浼

た
る
横わ

う
り
う流　

其
の
疾は

や

き
こ
と
箭や

の
如
し　

修
修
た
る
征
人　

騎う
ま

を
停
め
市
を
成
す

　
　
　

重ぢ
う
し
ん深

に
赴
か
ん
と
欲
す
れ
ど
も　

人
馬
命
を

亡
う
し
な

ふ　

古
い
に
し
へ

よ
り
今
に
至
る
ま
で　

航か

う

ゐ葦
を
知
る
莫な

し

　
　
　

世
に
釈
子
有
り　

名
を
道
登
と
曰
ふ　

山や
ま
し
ろ尻

恵
満
が
家
よ
り
出
で
た
り

　
　
　

大
化
二
年
丙
午
の
歳　

此
の
橋
を
搆こ

う
り
う立

し　

人
畜
を
済さ

い

ど度
す

　
　
　

即
は
ち
微み

ぜ

ん善
に
因
て　

爰
に
大
願
を
発
し　

因
を
此
の
橋
に
結
び　

果
を
彼
の
岸
に
成
す
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法
界
の
衆
生　

普
あ
ま
ね

く
此
の
願
を
同
う
し　

夢
裏
空
中
に　

其
の
苦
縁
を
導
か
む
こ
と
を
）

　

浼
浼

（
７
）

と
静
か
に
、
し
か
も
水
量
豊
か
に
流
れ
る
宇
治
川
の
矢
の
よ
う
に
早
い
流
れ
に
、
渡
河
の
旅
人
は
駒
を
止
め
て
市
を
為
す
か
の
よ

う
に
難
渋
す
る
。
混
雑
を
さ
け
て
深
み
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
人
馬
と
も
に
命
を
失
う
人
は
多
く
、
か
と
い
っ
て
昔
か
ら
今
ま
で
舟
で
棹

さ
す
術
も
な
か
っ
た
（
「
航
葦
」
は
『
詩
経
』
衛
風
・
河
広
の
「
葦
杭
」
と
同
義
。
「
杭
」
は
「
航
」
、
「
葦
」
は
小
舟
の
意
）
。
そ
こ
で
道

登
（
８
）

が
大
化
二
年
に
架
橋
の
大
願
を
果
た
し
て
人
畜
の
苦
し
み
を
救
っ
た
。
そ
の
作
善
の
功
徳
の
因
縁
に
与
ら
ん
と
し
て
碑
は
建
て
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

碑
文
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
造
橋
の
功
徳
は
、「
人
間
」
と
「
動
物
」
を
と
も
に
苦
し
み
か
ら
救
う
こ
と
で
仏
縁
を
結
ん
だ
こ
と
を
記
す
。

　

狩
谷
棭
斎
『
古
京
遺
文
』
で
は
大
化
二
年
当
時
の
道
昭
は
十
八
歳
の
若
年
と
な
る
の
で
橋
の
架
橋
に
主
体
的
に
関
わ
っ
た
と
す
る
に
は

年
齢
が
合
わ
な
い
と
し
て
道
登
が
『
日
本
霊
異
記
』

（
９
）

や
『
今
昔
物
語
集
』)10

(

に
現
れ
る
著
名
な
僧
で
も
あ
っ
た
所
か
ら
道
登
説
を
採
る
な
ど
、

『
帝
王
編
年
記
』
は
架
橋
者
に
碑
に
名
の
挙
が
っ
て
い
な
い
道
昭
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
遺
文
に
つ
い
て
の
考
察
・
異
説
は
あ
る
が

こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
大
化
二
年
と
い
う
架
橋
時
期
か
ら
推
し
て
、
刻
工
技
術
や
句
の
表
現
や
内
容
に
外
来
思
想
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
編
年
記
』
に
伝
わ
る
年
紀
を
疑
う
説
も
あ
り
は
す
る
が
、
建
碑
時
期
を
平
安
期
に
ま
で
繰
り
下
げ

る
こ
と
に
は
、
碑
文
の
字
体
が
多
古
碑
・
多
賀
城
碑
と
同
じ
趣
を
持
つ
北
魏
様
と
は
、
奈
良
・
平
安
期
の
唐
代
の
書
法
が
享
受
さ
れ
た
字

様
と
の
明
ら
か
な
懸
隔
か
ら
見
て
も
成
り
立
た
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
書
法
的
観
点
か
ら
の
考
察
に
基
づ
く
魚
住
和
晃
氏
の
見
解

）
11
（

に
は
説
得

力
が
あ
る
。

　

橋
供
養
と
の
関
わ
り
で
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
宇
治
橋
断
碑
の
欠
損
部
分
の
句
中
に
「
人
馬
忘
命
」
を
惜
し
み
「
済
度
人
畜
」
の
た
め
に

架
橋
し
た
と
動
機
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
近
世
・
中
世
に
お
け
る
橋
供
養
と
生
き
物
供
養
の
系
譜
の
中
に
組
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み
込
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
時
代
か
ら
言
っ
て
そ
の
源
流
と
も
目
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

何
と
な
れ
ば
、
急
流
に
失
わ
れ
た
人
畜
の
命
を
弔
い
、
架
橋
に
よ
り
人
畜
を
救
済
す
る
こ
と
を
発
願
し
た
道
登
の
大
願
成
就
の
機
縁
に

あ
ず
か
っ
て
衆
生
が
仏
縁
と
結
ば
れ
る
こ
と
を
祝
う
内
容
と
、
後
世
に
残
さ
れ
る
膨
大
な
橋
供
養
碑
、
さ
ら
に
は
橋
供
養
願
文
（
祝
文
・

意
趣
文
な
ど
を
含
む
）
の
内
容
を
考
え
合
わ
せ
る
と
両
者
に
共
通
す
る
所
は
多
く
、
逆
に
橋
供
養
文
に
見
慣
れ
た
目
か
ら
見
る
と
、
断
碑

は
紛
れ
も
な
く
橋
供
養
文
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

宇
治
橋
断
碑
の
故
事
は
、
後
に
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
に
真
言
律
宗
僧
の
叡
尊
（
一
二
〇
一
～
一
二
九
〇
）
が
宇
治
橋
修
造
の
朝
命

を
受
け
た
際
、
殺
生
禁
断
の
た
め
に
宇
治
川
の
網
代
を
破
却
し
た
太
政
官
符
の
発
布
に
関
与
す
る
。
そ
れ
に
こ
の
宇
治
橋
の
故
事
が
当
該

官
符
に
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
長
く
崇
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
際
に
捨
て
ら
れ
た
漁
具
は
十
三
塔
と
し
て
宇
治
橋
に
今
も
残

さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
叡
尊
の
活
動
は
全
国
に
波
及
し
た
。

　

叡
尊
は
西
大
寺
で
受
戒
し
、
戒
律
に
よ
っ
て
非
人
、
乞
食
の
救
済
を
志
し
六
万
人
余
に
授
戒
し
た
と
い
わ
れ
、
律
宗
中
興
の
祖
と
も
言

わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
宗
教
界
に
盛
名
が
あ
っ
た
僧
で
あ
る
。

　

宇
治
川
の
網
代
禁
制
の
太
政
官
符
に
は
（
『
枝
葉
抄
』
宇
治
網
代
禁
制)12

(

所
収
、
弘
安
七
年
二
月
二
十
七
日
［
一
二
八
四
年
三
月
十
五
日
］
）

道
登
・
道
昭
の
架
橋
以
来
建
保
末
年
ま
で
六
度
の
修
補
を
経
て
弘
安
年
間
の
橋
供
養
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
叡
尊
が
広
く
勧
め
て
い
た
殺

生
禁
断
を
宇
治
川
で
も
施
工
す
る
趣
旨
を
述
べ
る
。

　

叡
尊
は
様
々
な
と
こ
ろ
で
殺
生
禁
断
を
行
っ
て
き
た
。
山
城
国
宇
治
川
の
網
代
撤
廃
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
網
代
と
は
、
柴し

ば

や
竹
を
細

か
く
立
て
並
べ
、
魚
を
簀す

の
中
へ
誘
い
込
ん
で
と
る
仕
掛
け
で
、
冬
の
宇
治
川
の
氷ひ

お魚
漁
は
特
に
有
名
で
あ
っ
た
。

　

宇
治
川
橋
の
十
三
塔
は
そ
の
網
代
漁
を
禁
止
し
た
際
に
不
要
に
な
っ
た
漁
具
を
埋
め
て
建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
真
言
に
お
け
る

戒
律
復
興
・
西
大
寺
復
興
の
業
績
と
殺
生
禁
断
活
動
に
よ
り
多
大
な
影
響
力
を
有
し
た
叡
尊
の
業
績
か
ら
推
し
て
、
後
代
の
六
浦
橋
の
供
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養
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
及
ん
で
い
た
と
推
断
で
き
る
。

　

こ
れ
は
、
文
永
四
年(

一
二
六
七)

に
叡
尊
高
弟
の
忍
性
の
推
薦
で
、
下
野
薬
師
寺
の
僧
審
海
が
金
沢
称
名
寺
に
住
持
し
て
、
戒
律
を

厳
格
に
守
る
僧
所
（
禅
院
）
と
す
る
。
時
の
執
権
実
時
と
と
も
に
、
平
潟
湾
の
瀬
戸
橋
内
海
を
「
殺
生
禁
断
」
の
地
と
す
べ
く
六
浦
荘
に

命
令
し
、
違
反
者
が
あ
れ
ば
政
所
に
報
告
さ
せ
る
な
ど
、
称
名
寺
を
全
面
的
に
支
援
し
た)13

(

。

　

仏
教
の
不
殺
生
戒
に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
動
物
の
殺
生
を
禁
じ
る
「
殺
生
禁
断
」
は
、
権
力
者
の
徳
治
思
想
と
相
俟
っ
て
、
奈
良
時
代

か
ら
間
断
的
に
法
令
が
発
布
さ
れ
て
い
た
。
特
に
八
幡
宮
な
ど
で
行
わ
れ
る
放
生
会
は
、
魚
や
魚
類
を
自
然
に
放
つ
儀
式
と
し
て
日
本
で

も
神
祇
思
想
に
取
り
込
ま
れ
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
狩
猟
・
漁
撈
従
事
者
達
に
原
罪
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
罪
か

ら
の
解
放
の
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
、
生
き
物
を
祀
り
供
養
す
る
こ
と
で
浄
土
を
果
た
す
諏
訪
神
文
の
よ
う
な
、
犠
牲
と
な
っ
た
生
き
物

が
摂
食
者
と
と
も
に
往
生
の
機
縁
を
得
る
と
い
う
論
理
に
よ
る
救
い
を
持
つ
信
仰
で
あ
っ
た
。

　

中
世
鎌
倉
の
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
異
名
を
持
つ
六
浦
瀬
戸
橋
の
架
橋
は
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
文
永
弘

安
の
役
（
文
永
十
一
年
［
一
二
七
四
］
と
弘
安
四
年
［
一
二
八
一
］
）
役
後
も
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
の
瑠
求
侵
攻
や
正
安
の
蒙
古
襲

来
（
正
安
三
年
［
一
三
〇
一
］
）
な
ど
、
「
ム
ク
リ
コ
ク
リ
」
襲
来
の
恐
怖
も
聞
こ
え
は
す
る
も
の
の
、
そ
れ
も
よ
う
や
く
遠
い
話
に
な
り

つ
つ
あ
る
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
の
鎌
倉
幕
府
滅
亡
の
混
乱
を
経
て
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
、
六
浦
妙
法
の
発
願
に
よ
り
瀬
戸
橋

は
再
興
さ
れ
る
。
妙
法
建
立
の
上
行
に
は
、
妙
法
死
後
間
も
な
い
文
和
〈
大
才
／
壬
辰
［
元
年
］
十
二
月
日
（
一
三
五
三
年
一
月
日
）
の

紀
年
を
持
つ
高
さ3

m

の
「
牛
馬
六
畜
供
養
宝
篋
印
塔
」
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
碑
は
、
橋
の
建
築
に
よ
り
、
「
橋
梁
は
道
路
の
至
要
也
。

旅
夫
之
大
慶
也
。
行
客
此
れ
に
依
っ
て
通
り
易
く
、
駅
馬
は
之
が
為
煩
無
し
。
（
原
漢
文
）
」
と
、
橋
が
人
馬
に
役
す
る
こ
と
が
説
か
れ
、

畜
類
の
抜
苦
を
果
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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５
．
橋
供
養
碑
と
生
き
物
供
養
の
古
例
②
：
多
摩
六
郷
橋

　

慶
長
五
年
六
月
二
十
三
日
［
一
六
〇
〇
年
八
月
二
日
］
の
紀
年
を
持
つ
「
多
摩
六
郷
橋
願
文
」
も
畜
類
抜
苦
が
記
さ
れ
る
点
で
特
徴
あ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
関
ヶ
原
合
戦
開
始
前
に
家
康
が
上
杉
討
伐
の
た
め
に
江
戸
城
に
入
っ
た
七
月
二
日
の
十
日
前
に
あ
た
る
時
に
竣

工
し
た
橋
の
供
養
願
文
で
あ
る)14

(

。
そ
の
特
徴
的
な
表
現
の
一
つ
に
、

　
　

無
事
ノ
化
は
桎
枷
ヲ
失
ヒ
／
五
穀
熟
シ
テ
／
一
茎
五
菓
ノ
楽
ニ
誇
ル
／
馬
ヲ
花
山
ノ
陽
ニ
帰
シ
／
牛
ヲ
桃
林
ノ
野
ニ
放
チ
／
民
の
腹

　
　

ヲ 

捫
ツ
テ
泰
平
ノ
一
曲
ヲ
歌
ハ
ン
コ
ト
／
恰
モ
堯
舜
ノ
禹
湯
ノ
御
宇
ニ
均
し
カ
ラ
ン
コ
ト
／
何
ソ
唐
捐
に
在
ら
ん
ヤ
〔
乎

)15

(

〕

　

傍
線
部
は
『
書
経
』
武
成
「
乃
偃
武
修
文
、
帰
馬
于
華
山
之
陽
、
放
牛
于
桃
林
之
野
、
示
天
下
弗
服
」
（
乃
ち
武
を
偃
［
ふ
］
せ
文
を

修
め
、
馬
を
華
山
の
陽
に
帰
し
、
牛
を
桃
林
の
野
に
放
ち
、
天
下
に
服
ひ
ざ
る
こ
と
を
示
す
）
に
先
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
。
「
修
文
殿
」

の
名
、
あ
る
い
は
元
号
「
平
成
」
選
定
時
の
他
の
候
補
に
も
な
っ
た
表
現
で
、
武
具
一
切
を
片
づ
け
、
文
事
に
励
み
、
馬
を
華
山
の
ふ
る

さ
と
に
返
し
、
牛
を
花
の
咲
く
林
に
遊
ば
せ
て
戦
い
の
意
志
の
な
い
こ
と
を
天
下
に
示
す
こ
と
を
言
う
。
天
下
安
寧
を
果
た
す
た
め
の
上

杉
討
伐
を
念
頭
に
置
い
た
言
辞
で
あ
る
。

　

そ
の
前
の
波
線
部
「
桎
枷
ヲ
失
ヒ
」
は
、
牛
馬
の
渡
河
の
際
に
は
猿
ぐ
つ
わ
や
目
隠
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。

橋
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
牛
馬
は
枷
で
緊
縛
の
苦
し
み
を
受
け
て
き
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
表
現
で
も
あ
っ
た
。

　

橋
の
な
か
っ
た
頃
に
牛
馬
を
渡
河
さ
せ
る
際
に
は
、
船
に
牛
馬
を
載
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
最
中
の
牛
馬
は
枷
に
よ
っ
て
緊
縛

の
苦
し
み
受
け
て
い
る
こ
と
を
記
す
の
で
あ
る
（
図
７
）
。
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対
し
て
宇
治
川
の
場
合
は
、
流
れ
が
速
く
、
船
も
渡
せ
な
か
っ

た
た
め
、
馬
は
自
ら
で
渡
河
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た

事
情
か
ら
解
放
さ
れ
る
功
徳
は
、
生
き
物
に
と
っ
て
も
救
い
と
な

る
。

　

成
立
時
代
か
ら
考
え
て
、
橋
供
養
の
営
み
は
中
国
で
行
わ
れ
て

い
た
供
養
の
枠
組
み
と
同
等
の
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と
考
え
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
生
類
の
み
を
専
修
に
供
養
す
る
営

み
の
萌
芽
を
読
み
取
れ
、
そ
れ
が
近
世
ひ
い
て
は
近
現
代
に
ま
で

及
ん
で
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

６
．
お
わ
り
に

　

以
上
、
碑
塔
の
供
養
遺
物
が
そ
の
時
々
で
独
自
の
宗
教
空
間
を

醸
成
し
な
が
ら
も
、
何
某
か
の
文
化
的
・
有
機
的
関
連
性
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
、
実
例
と
と
も
に
紹
介
を
試
み
た
。
挙
例
は
ご
く

一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
地
域
的
分
布
な
ど
に
特
徴
が
見
え
る
事
も

あ
り
、
そ
こ
か
ら
普
遍
性
が
見
え
て
く
る
事
こ
と
も
あ
る
。
現
在

集
ま
っ
た
事
例
は
、
ま
だ
全
体
の
一
割
に
満
た
な
い
か
も
知
れ
な

【図７】俵屋宗達『西行物語絵巻』(16)
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い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
一
部
の
供
養
碑
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
完
全
な
網
羅
性
を
確
保
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

日
本
と
一
時
の
歴
史
を
共
有
し
た
台
湾
を
通
し
て
の
目
配
り
は
、
常
に
研
究
の
視
点
を
拓
い
て
く
れ
る
。
本
稿
は
そ
う
し
た
発
見
の
一

端
を
咀
嚼
し
て
発
表
し
た
も
の
で
、
既
発
表
の
成
果
論
文
の
補
遺
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
研
究
の
成
果
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
生
き
物
供
養
碑t

o
p
i
c
 
m
a
p

」
に
て
公
開
し
て
い
る)17

(

。

　

ま
た
、
本
論
はJ

S
P
S

科
研
費1

6
H
0
1
7
6
0

及
び1

9
K
2
1
6
4
0

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
、
そ
の
成
果
の
骨
子
は
和
漢
比
較
文
学
会
和
漢

比
較
文
学
会
第
十
二
回
海
外
特
別
例
会
（
於
北
京
理
工
大
学
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
九
日
発
表
）
予
稿
「
日
本
に
お
け
る
橋
供
養
の

意
義
と
系
譜
」
に
負
い
、
新
た
に
資
料
と
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
本
文
は
『
保
田
與
重
郎
文
庫
1　

改
版　

日
本
の
橋
』
（
新
学
社
、
二
〇
〇
五
年
第
二
刷
）
に
よ
り
、
字
体
を
通
行
字
体
に
改
め
、

私
に
注
記
を
（ 

）
内
に
加
え
た
。

（
２
）
『
玉
暦
費
抄
的
故
事
』
呉
重
徳
固
文
改
編
、
陳
正
雄
括
蓋
給
固
、
一
二
版
、
皇
南
市:

能
仁
、
民
国
九
十
五
年
（
二
〇
〇
六
）
版(

育

徳
系
列
叢
書:

E
0
2
3
-
1
)

。
本
書
は
台
湾
寺
院
に
配
布
さ
れ
る
印
施
本(

布
教
の
た
め
に
広
く
配
布
さ
れ
る
こ
と
を
推
奨
す
る
た
め

に
印
行
さ
れ
た
書
籍)

で
あ
る
。

（
３
）
国
会
図
書
館
蔵
『
文
昌
帝
君
陰
騭
文　

全
』
明
治
二
十
八
年
一
月
二
十
四
日
、
発
行
兼
印
刷
者
：
東
京
府
平
民　

森
江
佐
七
、
村

田
氏
施
本
、D

O
I
:
1
0
.
1
1
5
0
1
/
7
5
8
2
8
0

、
特
52-

548

（
４
）
岩
波
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀　

下
』
同
日
条
頭
注
。

（
５
）
相
田
満
「
「
生
き
物
供
養
」
と
「
何
で
も
供
養
」
の
連
関
性
を
求
め
て
―
日
本
と
台
湾
の
比
較
か
ら
―
」
、
相
田
満/

情
報
処
理
学
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会
論
文
集
「
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム(

じ
ん
も
ん
こ
ん)

二
〇
一
八)

」/
(

情
報
処
理
学
会)

/
P
P
2
7
-
3
2
(
6
)

（
６
）
相
田
満
「
生
き
物
供
養
か
ら
見
る
自
然
観
の
諸
相
」
、
『
ア
ジ
ア
の
人
び
と
の
自
然
観
を
た
ど
る
』P

P
3
3
-
6
4

、
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
三
年

（
７
）
「
浼
浼
」
は
水
の
平
か
な
さ
ま
、
盛
ん
な
さ
ま
。
（
『
詩
経
』
邶
風
・
新
台
）

（
８
）
『
帝
王
編
年
記
』
に
道
登
・
道
昭
の
二
人
が
建
て
た
と
す
る
。
碑
の
建
造
年
が
後
代
に
よ
る
と
の
説
と
あ
わ
せ
て
、
「
道
證
」
の
旁

の
略
書
と
そ
の
音
通
に
よ
る
も
の
に
よ
っ
て
二
人
に
分
か
れ
た
説
な
ど
、
諸
説
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
深
入
り
し
な
い
で
お
く
。

（
９
）
人
畜
所
履
髑
髏
救
収
示
靈
表
而
現
□
縁　

第
十
二
（
人
畜
履
ま
る
る
髑
髏
救
ひ
収
め
ら
れ
、
靈
し
き
表
し
る
し
を
示
し
て
現
に
報

ず
る
縁
）

（
10
）
巻
第
十
九　

報
高
麗
僧
道
登
恩
第
卅
一

（
11
）
魚
住
和
晃
『
「
書
」
と
漢
字
』
（
講
談
社
メ
チ
エ
、
一
九
九
六
年
）
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）

（
12
）
醍
醐
寺
三
宝
院
第
一
一
四
函
二
二
号
第
四
冊
、
総
本
山
醍
醐
寺
編
『
枝
葉
抄　

影
印
・
翻
刻
・
註
解
』
、
二
〇
一
〇
年
七
月
刊
、
勉

誠
社
所
収
。
ほ
か
に
『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
第
二
〇
巻
「
醍
醐
寺
報
恩
院
文
書
」
の
一
つ
と
し
て
収
め
ら
れ
る
。

（
13
）
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
六
浦
瀬
戸
橋　

中
世
鎌
倉
の
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
』
、
一
九
九
五
年
十
二
月
七
日

（
14
）
相
田
満
「
橋
の
記
憶
―
幻
で
は
な
か
っ
た
慶
長
五
年
竣
工
の
多
摩
六
郷
橋
―
」
、
相
田
満/

東
洋
研
究2

0
3
/
(

大
東
文
化
大
学
東

洋
文
化
研
究
所)

/
P
P
3
5
-
7
1
(
3
7
)

（
15
）
「
桎
枷
」
左
に
「
ア
シ
カ
セ
ク
ヒ
カ
セ
」
の
傍
訓
あ
り
。
「
唐
捐
」
は
空
し
く
捨
て
る
こ
と
（
日
国
）
。

（
16
）
ネ
ッ
ト
美
術
館
ア
ー
ト
ま
と
め
ん
（h

t
t
p
:
/
/
a
r
t
m
a
t
o
m
e
.
c
o
m

）
公
開
画
像
を
使
用
。
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
作
。
紙
本
著
色

四
巻
の
う
ち
第
四
巻
（
部
分
）
。3

3
.
5
c
m

×1
8
7
4
.
8
c
m

。
出
光
美
術
館
（
東
京
都
・
千
代
田
区
）
所
蔵
。
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（
17
）
最
新
版
「
生
き
物
供
養
碑t

o
p
i
c
 
m
a
p
6

」(
I
D
:
a
i
d
a
0
1
/
P
W
D
;
a
i
d
a
0
1
!
)

（h
t
t
p
:
/
/
t
m
a
p
1
.
t
o
p
i
c
m
a
p
s
-
s
p
a
c
e
.
j
p
/
k
u
y
o
6
/

）

お
よ
び
通
常
公
開
版
「
生
き
物
供
養
碑t

o
p
i
c
 
m
a
p

」(
h
t
t
p
:
/
/
t
m
a
p
1
.
t
o
p
i
c
m
a
p
s
-
s
p
a
c
e
.
j
p
/
k
u
y
o
/
)

に
て
公
開
中
。


